













































 湯本 晃子 
 
私は 2 週間のうち、1 週目は 5 歳児、4 歳児、3 歳児、2 歳児と入らせていただき、二週
























 2 週目は 3 歳児に入らせていただき、初めて朝の受け入れから、午後のお昼寝までの半日
責任実習と、お昼寝から降園までの半日責任実習を 2 日間に分けて体験させていただきま
した。そこでクラスを任されるという重要性や責任感を強く感じました。その中でも私は、
子どもの体調を把握しておくことが大切だと感じました。登園してきた時の、子どもの表
情や様子を確認することや、保護者から渡された子どもの薬などを忘れないように、子ど
もの手の届かない、自分のわかるところに置くことも大切だと思いました。子どもの体調
管理に気を付けていかなければいけないということを経験し、子どもの命を預かっている
ということを強く感じました。また降園の時には、一日の子どもの様子を保護者に伝える
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ということが重要なので、気になったことはメモなどし、忘れないようにすることが大切
だと感じました。一日の様子を伝えることで、次の日からも安心して子どもを預けること
ができると感じ、保護者とのかかわりも大切だと思いました。 
また一日の流れなど、私は保育者の行っていることと同じようにやれば良いと思い、一
つ一つの活動に目的も持たず、淡々と計画通りに行いました。保育者と同じことをしても
うまくいくわけがなく、半日責任実習が終わってから、何のためにあの活動をしたのだろ
うか。行った活動に意味はあったのだろうか。と考えました。自分の考えた活動や、やっ
てみたいという活動をしなかったために、子どもたちにとっても自分自身にとっても、た
めにならない活動になってしまったと感じました。保育者はどんな活動に対しても、子ど
もにこうなってほしいという思いや願いを持っているということを強く感じました。今後、
一日責任実習などをさせていただくときには、きちんと自分のやってみたい活動を考えて
行うことが大切だと感じました。そして今回の実習を通して、年齢に適した子どもへのか
かわりと、責任実習を任されるという責任感を感じることができました。 
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